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　通信技術の発達には，電子材料の高性能化とそれを活用するための技術革新が
不可欠です．5G の時代が到来し，Beyond 5G および 6G が提唱されている昨今
において，それらの研究動向には高い関心が寄せられています．本特集では，情
報通信技術（ICT）で活躍する，あるいは応用が期待される材料，そして計測や
応用に関連した技術までを幅広く紹介いたします．
� （特集担当委員：白石貴久・相見晃久・寺西貴志・渕上輝顕・米津麻紀・望月泰英）
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